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1．アストロウイルスおよび MuAstVについて

アストロウイルス科はエンベロープを欠くプラス
1本鎖の RNA1分子をゲノムとするウイルスである。
ビリオン形態がほぼ正二十面体で，電子顕微鏡像で
星型に見えることからこの名がある（astroはラテン
語で「星の」の意）[1–6]。アストロウイルスは 1975
年に腸炎を呈する患者から分離されたものが最初の
報告で [2, 3, 6]，比較的新しいウイルスの一つである。
ヒトアストロウイルス（Human Astrovirus）は免疫が
低下した患者に胃腸炎を発症させる [5–10]。ヒト以
外の哺乳類に関する報告は野生動物や家畜由来が中
心 [2–6, 11–19]であり，これらには哺乳類の中で二番
目に多いコウモリ [6, 11, 15]のほか，ラット [5, 6, 
18]，マウス [4, 6, 18, 19]といったげっ歯類やウサギ [2, 
3]も含まれる。哺乳類のアストロウイルスの多くは
ヒトと同様，ウイルス性腸炎を引き起こすことが知
られている。
実験マウスからのMuAstV 分離報告は 2000年以前

にあったが [20]，2010年代に入り相次いで論文が発
表され [4, 19, 20]，実験動物業界で注目されることと
なった。これらの報告において，MuAstVは免疫的
に正常なマウスに加え，重度免疫不全動物マウスに
おいても症状が全く認められなかったことが示され
ている。現在まで，実験動物におけるMuAstVが自
然感染，実験感染に依らず，また免疫不全および免
疫正常のいずれの系統に対しても症状を認めたとの
報告は見当たらない。このため，MuAstVは新種の

感染症の発見というより，単にマウスが保有してい
る未知のウイルスの一つである可能性がある。また
このことは同時に，未知のウイルスをマウスやヒト
をはじめとする哺乳類が多数保有している可能性を
示しているかもしれない。実際，近年になってコウ
モリ [6, 11, 15]や他の哺乳類 [2–6, 11–19]から遺伝的
に多様なアストロウイルス科のウイルスが発見され
ていることは，家畜や野生動物などヒトを取り巻く
環境に多くの未知のアストロウイルスが存在する可
能性を示唆しているといえる [5]。

2．感染様式および臨床症状

MuAstVの伝播は他のアストロウイルス科のウイ
ルスと同様，糞便に排泄されたウイルスの経口感染
により成立する [19]。ウイルスは感染後約 2日間で
感染個体の糞便から排出されるようになる。マウス
個体からのウイルス排除には適応免疫による反応が
関わる [19]ことから，免疫不全動物では感染に十分
な量のウイルスを継続的，そして時に数カ月に及び
排出することがわかっている（Charles Riverグルー
プデータ /未発表）。加えて，ウイルス粒子がエンベ
ロープを持たず環境中でも安定して感染性を保つ点，
さらには感染動物から排出されるウイルス量が非常
に多い点などから，免疫不全動物が一度でも感染し
た施設では，MuAstVの抗原検出は非常に容易であ
ると考えられる。一方，免疫正常動物からは比較的
早く排除される可能性が示唆されている。
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臨床症状については，ヒトでは免疫が低下してい
る患者等で下痢，発熱，腹痛などの症状を示すが [5, 
6–10]，MuAstVは免疫不全動物を含め感染動物にお
ける肉眼的，および病理組織学的のいずれにおいて
も報告はない [21]。

3．発生状況

欧米諸国でも実験動物施設等において一般的に監
視が行われている感染症ではないため例数としては
多くないが，PCRによるスクリーニングを行った約
40％の施設がMuAstV陽性であったというデータが
ある（Charles Riverグループデータ /未発表）。これ
はMuAstVと同様に比較的新しいマウスの感染症と
して知られているMurine Norovirusの汚染状況と同
様，高い割合である [19]。また，2013年の報告 [21]
では，米国とともに日本の実験動物施設，大学等の
実験マウスでも広く感染が確認されており，MuAstV
が広い地域で流行している可能性を示している。当
該データによると，調査した大学，研究施設，製薬
企業のサンプルの半数以上が陽性となっており，そ
の中には日本の施設も含まれている。さらに驚くべ
きことは，米国では一部の実験動物生産施設におい
てもMuAstV 陽性結果が出ていることである。

MuAstVは免疫状態によらず，また系統によらずマ
ウスに感染し，広範囲での流行が示唆されているが
[21]，要因として，1）MuAstVの感染履歴がある生産
施設から提供された，2）MuAstV陽性施設で飼育さ
れたマウスを導入した，等の可能性が考えられる。

4．検査方法

PCRによる検索が一般的な施設において最も現実
的な方法である。最適な材料は糞便もしくは盲腸内容
物であるが，環境中に安定して存在するアストロウイ
ルス科の特徴から，床や壁等の飼育環境の拭き取りサ
ンプルを用いた施設自体の評価も有効かもしれない。
なお，プライマーを明記した論文もあり [4, 18, 19]，
PCRを用いることで自施設でのスクリーニングが可
能である。また日本でもMuAstV検査を請け負う施設
が弊社を含め複数あるなど，施設管理上MuAstVの評
価を希望する施設にとっては選択肢が広がっている。
前述の通りMuAstVは糞便にて排出されるウイル

ス量が多いことから，感染動物における菌量が多く
PCR結果に影響を及ぼす傾向にある Helicobacter属
と同様，PCRの判定を少々困難にすることもあると
いう点を，微生物評価を行う立場の経験上の意見と
して付記しておきたい。

5．汚染対策

MuAstVの消毒に関する研究報告は現在のところ
見当たらないが，ヒトアストロウイルス（Human 
Astrovirus）に関する報告 [5, 7–10]が参考になるであ
ろう。アストロウイルス科のウイルスは酸に抵抗性
があり，広範囲の洗剤・消毒薬や脂質溶媒にも耐性
を示す。また，56℃以上の熱に対しても短時間では
抵抗性があり，－ 20℃以下では長期間生存する。こ
のように，エンベロープを欠くウイルス特有の強い
環境耐性を有していることから，MuAstV汚染に対
する対策を実施するにあたっては，当該施設の充分
な評価により感染状況を把握した後，厳密な計画の
もとに実施することが重要であろう。
なお，現在，残念ながら実験動物を供給する生産

施設においてもMuAstVに対する定期的なモニタリン
グを行っているところがない中で，各々の実験動物施
設が定期的な評価を実施したとしても，微生物統御の
意味合いからは多くを期待できない。また本ウイルス
の病原性の低さから実施の重要性も低いと考える。

6．まとめ

MuAstVは実験マウスにおいては新たに報告され
てから間がないものの，国内外を問わず，また大学，
研究施設を問わず実験動物を扱う施設に汚染が拡大
しており，Murine Norovirusと類似した汚染状況と
なっている可能性がある [19]。このため国内での関
心は少しずつ高まっており，今年 5月に開催された
日本実験動物科学技術さっぽろ 2014においても
MuAstVに関するいくつかの発表があった [22, 23]。
一方で，MuAstVは病原性においては重度免疫不全
動物でも臨床症状を示さないことから，現時点では
定常的な監視により徹底した排除が必要なウイルス
としての位置づけにはない。
今後当該ウイルスに関する研究が進められること

で，各研究分野への影響についても知られることに
なっていくであろう。現時点では神経質に構えるこ
となく，近年新たに発見されたウイルスとして，ま
ずは研究の対象として捉えるのが妥当と思われる。
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